
 高等学校における特別支援教育推進事業

◆高等学校における通級による指導充実のため、『高等学校における通級による指導センター
　校』を指定、先進的に研究に取り組むとともに、他の通級による指導実施校等へ積極的に
　情報発信を行う。
◆通級による指導担当教員の専門性向上のため、遠隔通信を活用した実践研究を実施する。

事業概要

◆通級による指導担当教員に対し、助言を行える教員が自校におらず、実施校が
　離れていることから、実践力向上に向けたＯＪＴが機能しにくい。
◆高等学校における通級による指導へのニーズ（対象となる生徒数）を正確に把
　握、実施するために、通級による指導の目的、内容や対象となる生徒について
　具体的イメージをすべての高等学校で共有しておくことが必要。

現状・課題

◆担当教員の実践力向上へ向けて、遠隔通信等を活用しながら日常的な担当教員
　間の相談体制を整えるとともに、定期的に協議会や授業研究を実施する。
　【数値目標】協議会年間6回、授業研究年間3回
◆センター校を中心に高等学校における通級による指導実践モデルを確立、ガイド
　ブックにまとめ、配布することですべての高等学校に周知する。

事業目標

実施内容

作成されたガイドブック等を研修等に活用することにより、通
級による指導の取組が周知され、県内すべての高等学校にお
ける発達障害等のある生徒への指導や支援が充実する。

R2年度 R4年度以降R3年度

高等学校課・特別支援教育課

ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業の充実

校内支援体制の機能強化による組織的な指導支援の充実（通級による指導を必要とする生徒の確実な把握）
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　　　　　　　　　　　　　　　　高知大学教職大学院特別支援教育コース教授に「高等学校における通級による指導アドバイザー」を委嘱
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　・対象生徒の決定
　・年間計画
　・教科指導等との連携
　・関係機関等との連携
　・進路支援　等
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